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研究成果の概要（和文）： 
近赤外分光法 (NIRS: near-infrared spectroscopy)は、非侵襲で安全性が高く、被験者に
与える負担も少ないことから、年少児を対象とした発達神経科学の研究に適した脳画像研
究の手法である。本研究は、近赤外分光法を用いて、小児が認知課題、特にエピソード記
憶課題を行っているときの脳活動を測定した。また近赤外分光法を精神薬理学の分野に応
用し、抗ヒスタミン薬やアルコールなどの薬物摂取が脳活動に及ぼす影響について調べ、
薬理脳画像研究という新たな研究分野を進める研究成果を得た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Near-inrared spectroscopy (NIRS) is a relatively novel approach which is suitable for 
developmental neuroscience because of safety and less load on young children. The 
present study examined the neural correlates of episodic memory process in young 
children. In addition, we applied NIRS into psychopharmacological studies, 
investigating the effect of anti-histamine drugs and alcohol administration on the 
brain activity. These findings lead to the development of neuro-pharmacological study. 
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１．研究開始当初の背景 
 近 赤 外 分 光 法  (NIRS: near-infrared 
spectroscopy)は比較的新しい脳画像法で、機
能的 MRI や PET に比べると空間分解能が粗
く皮質表面しか測定できないなどの欠点を
持つが、安全性が高く、被験者にかける負担
が少ないために、特に小児を対象とした発達

脳科学での応用が期待されている手法であ
る。 
 近赤外分光法を用いて発達脳科学研究で
は、一時的な記憶である作動記憶課題 (例: 
Tsujii et al., 2009; NeuroReport誌)や言語課
題  ( 例 : Tsujii et al., 2009; 
Psychopharmacology 誌)を年少児が遂行し



ているときの前頭葉活動の測定結果が報告
されてきたが、エピソード記憶課題の神経基
盤とその発達的変化に関しては未だ研究が
なされていなかった。また、近赤外分光法の
応用研究として、精神疾患の診断や BCI 
(Brain Computer Interface)などへ応用する
試みがすでになされているが、精神薬理学へ
の応用への試みはまだなされていなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、近赤外分光法を用いて小児
の前頭葉活動を計測し、抗ヒスタミン薬投与
の効果を調べることにより、近赤外分光法の
精神薬理学研究への応用可能性を探ること
である。特にエピソード記憶の符号化過程・
検索過程の神経基盤の発達的変化は現在ま
でほとんど明らかにされておらず、本研究課
題でも中心的なテーマとなる。また、抗ヒス
タミン薬は小児科領域で用いられることの
多い薬剤であるため、その副作用である中枢
抑制作用を調べることは、新薬の開発など、
社会的・実用的な面からも意義のある研究と
なるはずである。さらに、小児だけでなく、
成人被験者や高齢者被験者の実験も行い、ま
たアルコール摂取が脳活動に及ぼす変化な
ど幅広い薬剤に関する実験を行うことによ
り、機能的薬理脳画像研究  (functional 
neuropharmacological study)と新しい研究
分野の開拓を目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究では、高次認知課題を遂行している時
の小児の前頭前野の賦活パターンに関する
調査を主に行った。本研究で用いた高次認知
課題は、エピソード記憶課題 (符号化過程と
検索過程)、Go/No-Go 課題、作動記憶課題、
論理的思考課題などである。測定は主に浜松
ホトニクス製の携帯型 NIRS (P-NIRS)を用い
て行い、前頭葉部位の酸素化ヘモグロビン濃
度の変化量の測定データの分析を中心に行
った。 
これらの画像研究の結果をもとに、エピナ

スチンやケトチフェンなどの抗ヒスタミン
薬の投与効果についても調べ、また抗ヒスタ
ミン薬だけでなく、成人被験者の脳活動に及
ぼすアルコール摂取の効果など、幅広く精神
薬理学実験を行い、薬理脳画像研究という新
しい研究分野における近赤外分光法の応用
可能性について検討した。 
 
４．研究成果 
 エピソード記憶課題、Go/No-Go 課題、作動
記憶課題など、年少児が様々な高次認知課題
を行っているときの前頭葉の活動について
近赤外分光法を用いて計測した。基本的には
成人被験者の脳賦活と類似したパターンを
小児被験者も示したが、半球非対称性の欠如

など成人とは異なる脳活動の性質も明らか
になった。特に、就学前児童のエピソード記
憶の符号化及び検索過程の神経基盤の発達
的変化は先行研究などが報告されておらず、
本研究課題で得られたデータが発達神経科
学の進歩に大きく寄与する可能性が高い。 

また、新規データの収集を進めるともに、
現在までに蓄積されたデータをまとめて学
術論文、著書、学会、シンポジウム等におい
て積極的に発表し、研究情報の発信に努めた。
学術論文においては、就学前児童 (5-6 歳児)
が作動記憶を行っている時の前頭葉活動に
及ぼす抗ヒスタミン薬投与 (エピナスチン、
ケトチフェン)の効果を調べた研究が
Neuroscience Research誌に掲載されるなど、
国内外の著名なジャーナルに多数の論文が
掲載された。これらの功績が評価され、財団
法人発達科学研究センターから学術奨励賞
を、そして日本ヒスタミン学会から和田賞を
授与された。 
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